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１ 宅配ボックスの設置拡⼤

○ 「はこぽす」とは、お客さまが好きな場所で、好きな時間に書留郵便物やゆうパックを受け取ることができる
ロッカー。2015年４⽉からゆうパックについてサービスを開始。

○ 2017年３⽉からは、不在で受け取ることができなかった書留郵便物の受取りサービスを開始。
○ 楽天市場、メルカリなど、通販商品購⼊時に「はこぽす」での受取りが指定できるダイレクト受取りサービスを実施。
○ また、2016年10⽉から、ブックオフ株式会社宛ての荷物について、同社のサイトで事前に「はこぽす」を利⽤して
差し出すことを登録したゆうパックを「はこぽす」から発送することが可能。

○ 2018年10⽉9⽇現在338箇所に設置（郵便局181箇所、駅85箇所、その他の商業施設等72箇所）。
〇 今後、主要都市部において、「はこぽす」及び駅ロッカー等を含む宅配ロッカーを全体で1,000台以上整備し、
受取拠点を更に拡⼤していく予定。

(1) はこぽす

■はこぽす

No.１、２
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１ 宅配ボックスの設置拡⼤

【利⽤拡⼤策】
・ 2017年４⽉25⽇（⽕）から、「はこぽす」で受け取ったお客さまへのポイント付与施策を実施中。

ポイント名 提供会社
Ponta 株式会社ロイヤリティ マーケティング
dポイント 株式会社NTTドコモ
WAON POINT イオンマーケティング株式会社
楽天スーパーポイント 楽天株式会社
エコ・アクション・ポイント 株式会社かんでんCSフォーラム

■付与するポイント

No.１、２
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１ 宅配ボックスの設置拡⼤

他の運送事業者でも宅配ロッカーの設置を進めており、運送業界共有の財産として、他社設置の宅配ロッカーの
共⽤化及び「はこぽす」の共⽤化について検討を進めているところ。

(2) 他社との協⼒

＜集合住宅向け＞
2014年10⽉から、差⼊⼝の⼤きな集合受箱の規格浸透に向けた取組を開始。

⽇本郵便が推奨する規格を満たす集合受箱と開発メーカーをゆうびんホームページで
紹介するなどにより、８社が推奨規格の受箱を製造するメーカーとして参⼊。
＜個⼈住宅向け＞

㈱ナスタ及び⼤和ハウス⼯業㈱の協賛により、2017年２⽉から販売開始の越⾕
レイクタウンの分譲住宅（145⼾）において、書留郵便物や荷物を受け取ることがで
きる宅配ボックスがセットされた機能⾨柱を標準設置。今後は分譲住宅だけでなく、
注⽂住宅にも対応するとともに、⼀般の⼯務店やビルダーにも販売していく予定。

(3) はこぽす以外の宅配ボックス等
■個人住宅向け宅配ボックス

2018.9.13 第11回説明資料から抜粋No.１、２



２ 受取利便性の向上
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（出典）Yper株式会社HP:https://www.okippa.life/

【置き配バッグ「OKIPPA」】

○ ゆうパックのお届け予定通知⼜はご不在通知等のメールを受け取ったお客さまが指定した場所（宅配ボッ
クス、郵便受箱、メーターボックス、物置⼜は⾞庫）にお届けするサービスを2019年3⽉18⽇（⽉）から
開始予定。

○ また、置き配バッグ「OKIPPA」を活⽤した再配達削減効果を検証する実証実験を2018年12⽉3⽇（⽉）
〜12⽉31⽇（⽉）まで実施。東京都杉並区で1000世帯を募集し、参加者にはOKIPPAバッグ⼀式を当社が
無償で配布。

No.１、２



２ 受取利便性の向上
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○ 郵便物の再配達を依頼する⼿間の軽減や、「通勤・通学途中」などの「いつも通るところで」、「⾃分の
好きな時間に」簡単かつ⾃由に郵便物をお受取りいただけるよう、ロッカーサービス等により受取利便性の
向上を図っているところ。更に受取拠点の拡⼤に向けて努⼒していく。

【受取利便性の向上策 】
施策名 内容

はこぽす ご不在のため郵便局が保管した書留郵便物等について、郵便局に設置したロッカーでお受取りいただけるサービスを実施。※1・2

指定場所配達 あらかじめ受取⼈からの申出により、配達時に受取⼈が不在等の場合は、宅配ボックス⼜は受取⼈が指定した勤務先、
代⼈へ配達するサービスを実施。

郵便受箱の
推奨規格

・ お客さまに再配達の⼿続き等のご不便をおかけしている現状に鑑み、推奨規格（26㎝×34㎝×3.5㎝）の郵便物等が
投函できる差⼊⼝を有する郵便受箱を「推奨商品」として⽇本郵便ホームページに掲載。

・ 所定の規格に適合する⼤型郵便受箱の設置者に対して、１受箱あたり500円の⼿数料をお⽀払い。
（2015年4⽉から2017年3⽉までの申請受付期間中、約1,000か所・約50,000個）

・ マンションデベロッパーや郵便受箱メーカー等の業界と連携した取組を検討。

※1 MyPost（⽇本郵便が提供するインターネット上の郵便受箱。お客さま宛ての重要な書類を簡単に安全に受信・保管できるサービス。）
に登録したお客さまに限り利⽤可能。

※2 現⾦書留郵便物を除く。

■はこぽす
■郵便受箱の規格

差⼊⼝の⼤きさ：縦2cm以上、
横16cm以上
（郵便法施⾏規則第11条）

6

不在持戻りを削減
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３ サービス改善
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○ これまで新サービスの投⼊や各種サービス改善により、お客さま利便の向上に取り組んできたところ。
○ 例えば、レターパックの取扱いを開始し、2017年度はプラス・ライト合計で約１億3千万枚販売。
○ レターパックの簡易版として⼩⼝向けのスマートレターの取扱いを開始し、2017年度で約1千万枚販売。
○ LINEによる再配達の受付等を実施しており、現在約1,000万⼈超が登録。

【最近の郵便のサービス改善】 ■「LINEで郵便局」画⾯

時期 項⽬

2010年2⽉ Webレター（請求書等の印刷物配送サービス）
Webレタックス（慶弔メッセージサービス）

2010年4⽉ レターパックプラス（対⾯配達型）
レターパックライト（郵便受箱配達型）

2014年10⽉ LINEによる年賀状作成サービスの開始

2015年4⽉ スマートレター（A5サイズ・１kgまで全国⼀律180円）

2015年12⽉ 住所が分からなくても年賀状を送れるサービスの開始
（メールアドレスやSNSアカウントで年賀状を送付）

2016年4⽉ e内容証明のサービス改善

2016年10⽉ LINEによる再配達の受付・追跡情報提供開始

2016年11⽉ Webレター・Webレタックスのサービス改善

2017年7⽉ 返信依頼郵便（受取⼈の承諾を得た上で、郵便物に添付され
ている料⾦受取⼈払葉書の返信を依頼するサービス）

7
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（参考）ICTと連携した郵便サービス

昭和56年（1981年） 郵便局間をファクシミリにより送信してメッセージを送達するサービスを東名阪3都市相互間で開始（レタックス）
（昭和59年（1984年）全国展開）

昭和60年（1985年） 磁気テープに記録されたメッセージから郵便物を作成し、配達するサービスを開始（コンピュータ郵便）
昭和61年（1986年） コンピュータ郵便のフロッピーディスクによる引受けを開始
平成 9年（1997年） 郵便物追跡情報のインターネットによる提供を開始
平成12年（2000年） インターネットにより送信されたメッセージから郵便物を作成し、配達するサービスを開始（ハイブリッドめーる）
平成13年（2001年） 内容証明郵便のインターネットによる引受けを開始（e内容証明）
平成15年（2003年） 再配達依頼のインターネットによる受付を開始
平成19年（2007年） 切⼿類のインターネットによる通信販売を開始（切⼿SHOP（2017.10から「郵便局のネットショップ」））
平成20年（2008年） 転居届のインターネットによる受付を開始（e転居）

SNSアカウントやメールアドレスのみで年賀状を送ることができる取扱いを開始
平成21年（2009年） 書留のあて名ラベル等のインターネットによる印字サービスを開始
平成22年（2010年） レタックスのインターネットによる引受けを開始（Webレタックス）

コンピュータ郵便のインターネットによる引受けを開始（Webレター（ハイブリッドめーる廃⽌））
平成23年（2011年） DM（ダイレクトメール）のインターネットによる作成受付を開始（DMファクトリー）
平成28年（2016年） e内容証明のサービス改善（専⽤ソフトウェアインストール不要、差込印刷機能追加等）

Webレタックスのサービス改善（⽂⾯編集機能の強化）
Webレターのサービス改善（差込印刷機能、市販販売管理ソフトとの連携機能追加等）
LINEによる再配達の受付・追跡情報提供開始
⽇本郵便が提供するインターネット上の郵便受箱サービスを開始（ 「My Post」）

平成29年（2017年） 「My Post」のマイナポータル（政府が運営するオンラインサービス。⼦育てに関する⾏政⼿続のワンストップ
サービスや、⾏政機関からのお知らせの確認が可能）との連携開始

8
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４ ＤＭ振興
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○ DM（ダイレクトメール）の閲覧率、保存性、⾏動喚起率の⾼さがもたらす価値を広く広告主に
お伝えする活動を展開することにより、DMの需要を喚起。

(1) 全⽇本ＤＭ⼤賞

・ 企業から実際に発送されたＤＭを全国の広告主や制作者から募り、
優れた作品を表彰。

・ ダイレクトマーケティングに造詣の深い学者・実務家が審査。
・ 毎年3⽉に贈賞式実施、プレス発表、マーケター向け雑誌紙⾯での

公表、作品展⽰会、各種セミナーやカンファレンスにて受賞作品の紹
介と解説を実施。「全⽇本ＤＭ⼤賞年鑑」の発刊などの活動を通じ、
ＤＭの広告としての効⽤をアピールし、ＤＭ利⽤の維持発展につなげ
るのが狙い。

(2) ＤＭファクトリー

・ お⼿軽にきれいな業務⽤印刷をお⼿頃に作成できる
24時間受付可能なWEB印刷サービス。

・ 「家庭⽤プリンター品質では物⾜りない」、「印刷
会社へ委託するほどのロットもない」といった中⼩⼝
のニーズをターゲットとしてサービスを展開。

9
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４ ＤＭ振興
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(4) ビジネスユースの拡⼤

・ かもめ〜るの販売に合わせ、販売促進のＤＭとしてのご利⽤のほか、特定の地域全ての世帯・
事業所等に配達する「かもめタウン」を展開。

・ また、年賀葉書についても同様に「年賀タウンメール」や、職域年賀状（年賀状を事業所に⼀
括して配達し、その事業所の社員に個別配布する年賀ＤＭ）を展開。

■年賀タウンメール■かもめタウン

(3) デジタル媒体とＤＭの併⽤

新たなＤＭの市場創出及び需要喚起を図るため、デジタル媒体を中⼼に顧客コミュニケーションを
⾏っている広告主・マーケターに対し、デジタルとＤＭの組合わせによる、より効果的なコミュニ
ケーション成功事例を、アジア最⼤級のマーケティングカンファレンス「アドテック東京」（主催：
コムエクスポジアム）や、1万⼈を越えるマーケターが集まる「アドタイ・デイズ」（主催：宣伝会
議）等の様々な場で紹介。

10
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４ ＤＭ振興
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No.４

「各種実証実験や産学協働研究の結果と共に告知・啓発・ＰＲする取組」
2018年度の代表的なアクション(PR・実証実験・産学協働/学会発表) ＊取組事例⼀覧

件名 ⽬的

PR

セミナー

Beyondデジタルラボ 年間を通した無料セミナーを⾏うことでの情報の浸透・営業リストの獲得

宣伝会議
アドタイデイズ 2017年度の実証実験・産学協働で得られた学びの発表

MarkeZineDaySP
東京・⼤阪 2017〜2018年度の実証実験からの具体的な事例紹介と新しい発⾒の発表

MarkeZineDay秋 2018年度の実証実験からの具体的な事例紹介と新しい発⾒の発表

ECZineDay東京･⼤阪 EC事業者を訴求対象ターゲットとした情報の拡散

WEB
レポート MarkeZine 実証実験レポート記事での広いターゲットに向けた情報発信

実証実験
IDOM ビークル（企業が顧客にメッセージを伝える⼿段、ツール（ｅメール、DM等））、

ターゲット、顧客へのコミュニケーションのタイミングに関する実験

アダストリア ビークル、ターゲットに関する実験（Web/店舗データ連動）

産学協働 富⼠フィルム 実証実験 紙DMの効果、紙DMとeメールの順番に関する⼼理的な影響を調査
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５ MyPostの概要
(1) サービス概要

・ 電⼦メール等の普及による郵便需要の減少傾向に直⾯する中、企業等から顧客に向けて、⼤量に発送されている郵
便の電⼦化の受け⽫となる電気通信サービスを提供することを⽬指し、2016年1⽉から試⾏的にサービスを開始。

・ 利便性向上による⾃治体等⾏政機関による利⽤拡⼤等を図るため、2017年7⽉から政府サイト「マイナポータル」と
の連携を開始。

（MyPostのイメージ）
・ 電⼦メールは、⼀般的に複数のメールサーバを経由して到達され、
メールサーバ間は暗号化されず平⽂であるが、MyPostは全て⽇本郵
便内のサーバで完結するため、サーバ間を平⽂で送受信することが無
い。

・ 電⼦メールの場合はアドレスさえ知っていればだれでも送ることが可能
であり、成りすましなどのリスクもあるが、MyPostは「⾃分が選択した差
出⼈」からのみ受け取ることが可能であり、成りすましを防⽌している。

・ あらかじめ本⼈限定受取郵便による確認を⾏っているため、本⼈へ
確実に届けたい重要な書類を、企業・⾃治体から送ることができる。

（電⼦メールとの違い）
・ MyPostとはインターネット上の郵便受けであり、重要な書類を簡単・
安全に受信・保管できる電気通信サービス。

株主関連
通知お得情報

各種
ご案内⼿続通知

No.５ 2018.10.12 第11回説明資料から抜粋
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５ MyPostの概要
(2) 取組状況

 2016年1⽉
試⾏的にサービスを開始し、下記の通知に利⽤。

 2017年7⽉
政府が運営するオンラインサービスサイト「マイナポータル」と「MyPost」との連携を開始。

＊ 関連施策として、マイナポータル上で提供される政府の「⼦育てワンストップサービス」に対応するための
⾃治体向け⽀援サービスを、MyPostの機能を⼀部利⽤して提供を開始。

⽤途 備考
⾃治体からの各種通知 会津若松市役所からの広報、マイナンバーカード到着のお知らせ等。
株主通知 ⽇本郵政の株主総会通知等。
給与明細 会津若松市、グループ会社の職員あて給与明細。
各種通知 ⽇本郵便の特殊切⼿に関する発売情報などの各種通知。

No.５



６ ⼿紙⽂化の振興
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○ 多くの⽅々に⼿紙の楽しさや喜び、⼿紙のマナーを伝えるため、年齢層に応じた⼿紙⽂化の振興策を実施。
○ 特に最近の若年層は、⼿紙に接する機会が減少していることから、⼿紙のやり取りから⽣まれる感動や正

しい⼿紙の書き⽅を広く伝えていくことが肝要。次の世代も⼿紙⽂化が衰退しないよう若年層に対する⼿紙
⽂化の振興を図る。

(1) 若年層に対する施策

対象 施策名 内容

幼児向け 「お⼿紙ごっ
こ遊び」⽀援

⼿紙のやり取りを経験したことのない幼
児に郵便に触れる機会を提供し、将来に
わたって郵便利⽤者になってもらうため、
園内でお⼿紙ごっこ遊びができるキット
を全国の幼稚園、保育所等に年間8,000
キットを無償提供

⼩・中・
⾼等学校
向け

「⼿紙の書き
⽅体験授業」
⽀援

申込みのあった⼩・中・⾼等学校に教材
等を無償提供し、実際の⼿紙のやり取り
を通して、⼿紙を書く楽しみや受け取っ
たときの喜びを経験してもらい、⼿紙⽂
化の普及に努める。

⼤学⽣・
新社会⼈
向け

・就活⽣への
⼿紙マナー
等普及

・インフルエ
ンサー活⽤

・就活⽣向けのマナーブックへエント
リーシートの郵送⽅法等を記載し郵便利
⽤を後押し。
・主に⼤学⽣等に⼈気のSNS発信者によ
る「⼿紙・⼿書きの良さ」に関する投稿
を⾏い、SNSを通じて⼿紙の魅⼒を発信。

5,545 

2,299 

4,300 
3,543 

4,558 

2,996 2,603 2,840 

1,968 

1,454 2,695 

2,556 

3,256 

2,024 1,856 

1,393 
982 

2,153 

2,040 

2,626 
1,690 

1,035 

847 
1,806 

1,701 
2,286 

887 743 

1,564 
1,487 

793 
656 1,425 

708 
593 

653 

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年

8年連続

7年連続

6年連続

5年連続

4年連続

3年連続

2年連続

当年度初

＆復活

「⼿紙の書き⽅体験授業」の実績

（特別支援学校を除く）

小学校

5,545校

4,267校

7,147校

8,255校

11,001校

11,634校

11,882校
12,830校

■⼿紙の書き⽅授業のほか、児童・⽣徒が郵便局の業務を学
ぶ機会等も提供

（出前授業）（郵便局⾒学）

取集〜配達までの仕組みを⾒学
郵便局社員による出前授業や
絵⼿紙教室の実施

No.７ 2018.9.13 第11回説明資料から抜粋
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６ ⼿紙⽂化の振興
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「⼿紙の書き⽅体験授業」教材（⼩学校１・２年⽣⽤）

No.７ 2018.9.13 第11回説明資料から抜粋
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(2) ライトユーザー、ヘビーユーザー向け施策
■ふみの⽇イベント（KITTEにて）

■⻘少年ペンフレンドクラブ活動

※ 「ふみの⽇」は、昭和54(1979)年、当時の郵政省が「ふ」「み」と語呂あわせされる毎⽉23⽇を「ふみの
⽇」と定め、⼿紙に親しむ活動を全国的に展開したことが始まりです。毎年、⽂⽉(ふみづき)の7⽉（7⽉23
⽇）には、「ふみの⽇」にちなむ郵便切⼿も発⾏しています。

施策名 内容

ふみの⽇（※）イベ
ント

親⼦向けの⼿紙体験イベントとして、ＫＩＴＴＥ(年2回)のほか、13
⽀社ごとにイオンモール等において年2か所・計26回実施。

メッセージフェスタ
in KITTE

⼿紙や⽂具等⼿紙に親和性のあるアイテムが好きな⼤⼈⼥性向けの⼿
紙体験イベントとして、ＫＩＴＴＥにおいて年2回実施。

⼿紙ワークショップ 郵便局等において、容易に⼿紙を作成できるキットを⽤いワーク
ショップを実施。

⼿紙作⽂コンクール 募集予定期間：6⽉〜9⽉
（対象：幼児・⼩・中・⾼等学校、2017年度応募数：約122千点）

全⽇本年賀状⼤賞コ
ンクール

募集予定期間：10⽉〜1⽉
（対象：幼児・⼩・中・⾼等学校・⼀般、2017年度応募数：約104千点）

⻘少年ペンフレンド
クラブ（ＰＦＣ）活
動

・1949（昭和24年）に発⾜した⽂通等を⽬的とする会員活動。
・会員数：11,459⼈（2018年8⽉1⽇現在）
・魅⼒的な⼿紙の書き⽅や作成⽅法等を教えるスキルを持つ「ＰＦＣ
アドバイザー」を育成（643⼈(2018年8⽉1⽇現在)）
・「ＰＦＣアドバイザー」による⼿紙ワークショップやＰＦＣ会員交
流会を開催。
・国際的なプロジェクト学習を実践している世界最⼤の国際教育ネッ
トワークであるiEARN（アイアーン）に加盟し、国際親善、国際理解
の促進にも努めている。

協賛、後援等 ⼿紙・葉書をテーマにしたコンテスト等に協賛、後援等を⾏い、⼿紙
の魅⼒訴求や⼿紙の良さに改めて気付く契機を提供している各団体、
会社等の活動を⽀援

No.７ 2018.9.13 第11回説明資料から抜粋
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６ ⼿紙⽂化の振興

○ 2016年度より切⼿の制作過程を⾒直し、「切⼿デザイナー」と企画や事務を⾏う「プランナー」が協⼒してデザインを作成。
○ 郵便局の主要な訪問者層であり、⼿紙を出すことも多い⼥性に⼿を伸ばしていただけるよう、写真表現ばかりでなく、

温かみのあるイラストでの表現、おむすびのような親しみやすい題材の使⽤、うちわやゆかた、歌舞伎等これまでのにない形状
の採⽤などを実施している。

○ これらの努⼒により特殊切⼿販売収⼊は好調を維持している。

(3) 切⼿のデザイン

■ふるさと切⼿
「地⽅⾃治法施⾏60周年

記念シリーズ ⻑崎県」
（2015年11⽉17⽇発⾏）

■特殊切⼿
「Ｍｙ旅切⼿シリーズ

第4集（九州）」
（2018年9⽉5⽇発⾏）

イ
ラ
ス
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で

温
か
み
の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
に

■特殊切⼿
「和の⾷⽂化

シリーズ 第3集」
（2017年10⽉24⽇発⾏）

■特殊切⼿
「⽇本の伝統・⽂化

シリーズ 第1集」
（2018年5⽉9⽇発⾏）

■グリーティング切⼿
「夏のグリーティング」
（2018年6⽉1⽇発⾏）

No.７ 2018.9.13 第11回説明資料から抜粋
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(4) 切⼿帳等、切⼿に付随する販売品

■「My 旅切⼿レターブック（九州）」
（2018年9⽉5⽇発⾏）

（切⼿シート） （九州型カード）

■「ぽすくま＆くまモンおたよりセット」」
（2018年9⽉14⽇発⾏）

（切⼿シート）

（封筒）

（ぽすくま＆くまモンカード）

○ 切⼿の発⾏だけでなく、切⼿・封筒・便箋・ポストカードなどがセットになった販売品も定期的に発売している。
⼥性の⼩さなカバンにも⼊るよう、コンパクトなサイズにするなど、仕様にも配慮している。

○ ⼿軽に⼿紙がかけるということで好評。

（ポストカード）

（封筒）

（便せん）

No.７ 2018.9.13 第11回説明資料から抜粋
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（参考）ぽすくま関連グッズの販売等

(5) 年賀葉書関連

・ 2018年⽤年賀では、「ディズニー」「スヌーピー」などキャラクターや、アイドルグループの
メンバーをデザインした年賀葉書を発⾏。

・ 2019年⽤年賀では、キャラクター年賀に加え、お年⽟賞品の拡充（東京2020オリンピック招
待、1等賞品の⾼額化（10万円→30万円）、3等当選率アップ（100本に2本→100本に3本））、
購⼊者向けのキャンペーンなどの取組を実施。

・ 年賀葉書の印刷を⾏う「郵便局の年賀状印刷」や、年賀葉書の通信⾯に新年のご挨拶⽂等を印刷
した「お⼿軽年賀はがき」の販売を実施。

⽇本郵便のキャラクターである、親しみやすい「ぽすくま」に馴染んでいただくことで、郵便局のファン
を増やしていく試みを実施。
・ボールペンやストラップ等のグッズを販売。
・「ぽすくま」の世界観をイメージした「ジ・アウトレット広島内郵便局」を2018年7⽉30⽇に開局。

■「ぽすくま」グッズ ■ジ・アウトレット広島内郵便局（イメージ）

６ ⼿紙⽂化の振興 No.７ 2018.9.13 第11回説明資料から抜粋

19



７ ドローン等を活⽤した配送
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○ 少⼦⾼齢化、⽣産年齢⼈⼝⽐率の低下という状況の中で、今後も安定的で持続可能な郵便・物流事業の提
供を実現するため、ドローン、配送ロボット、⾃動運転など先端技術の活⽤に向けた実証実験を実施。

○ 現時点では、技術的な課題や法制度の整備、社会の理解など様々な課題があるが、引き続き実⽤化を⽬指
して、今年度も実証実験に取り組む。

 ドローン  配送ロボット  ⾃動運転

・2016年度から実証実験を実施
・2017年11⽉に⻑野県伊那市の
美和郵便局を離発着場所として、
国⼟交通省主催の物流⽤ドロー
ンポートの実験に協⼒

・2017年12⽉に福島県南相⾺市
の南相⾺スポーツセンターにお
いて実証実験を実施

・2018年3⽉に東京都の千代⽥
霞が関郵便局から⻄新橋郵便局
を経由して銀座郵便局までの間
で実証実験を実施
・2018年7⽉に横浜（⽇本⼤通
り）で実証実験を実施

20
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８ 次世代区分機の開発・配備
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○ ⾼性能の次世代区分機を開発・配備し、区分作業の更なる効率化を進めていく。

21

No.９

書状⽤区分機（次世代型）
対象：厚さ６mm以下の定形⼀種、第⼆種郵便物と、定形サイズのゆうメール

機械処理範囲を拡⼤し、読取率向上によるＶＣ作業※

の能率向上、道順組⽴作率の向上及び転送⾃動化による⽣産性の向上を図る。
区分⼝数400〜450⼝、処理能⼒32,000通／時

※ 機械で読み取ることができなかった郵便物について、郵便番号を⼿⼊⼒する作業。

⼤型郵便物⽤区分機
対象：定形外郵便物、ゆうメール、厚さ６mm以上の定形郵便物

機械処理範囲を拡⼤し、読取率向上による⽣産性の
向上を図る。
⾼速型 300〜480⼝ 処理能⼒ 32,000通／時
中速型（新） 200〜300⼝ 処理能⼒ 24,000通／時
中速型 200⼝ 処理能⼒ 18,000通／時
簡易型 200⼝ 処理能⼒ 11,000通／時

記録郵便物⽤区分機
対象：簡易書留、特定記録

サイズ：⻑さ28.5ｍ 奥⾏3.5ｍ ⾼さ２ｍ（200⼝）
100〜200⼝ 処理能⼒32,000通／時、最⼤80ｇ（新型区分機は50ｇ）
集積スペースは36cm（新型区分機の約５倍）

※次世代機の外観は
現⾏機とほぼ同様



９ 新技術の導⼊
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○ ダイバーシティ推進の取組内容については、当社ホームページなどに掲載して広く周知。

24

No.1010 働き⽅改⾰の推進とＰＲ

【⽇本郵便ホームページ】
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○ 働き⽅⾒直しBOOKをホームページに掲載し、郵便局の仕事の仕⽅の⾒直しを広く紹介。
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No.1010 働き⽅改⾰の推進とＰＲ

【働き⽅⾒直しＢＯＯＫ】
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